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子どもの頃からスマホ、タブレット型パソコン等を活用する

情報化時代になってきていますが、便利な反面、使い方を間違

えると重大なトラブルにもつながります。 

大東市の小・中学校では、子どもたちと比較的年齢が近い大

学生を講師として迎え、スマホ、タブレット型パソコン等の安全な使い方を考える「情報モラル

学習教室」の実施や、学校独自の取組みを通じて、その危険性について学んでいます。 

子どもたちがトラブルの被害者にも加害者にもならないようにするために、例えば、次のよう

なことが大切です。 

・家族でルールを決めてから子どもに持たせる。（例）時間、課金、持ち出し等 

・メッセージを送るときやＳＮＳに文章を投稿するときには、送られた相手はどう感じるか想

像する。 

・写真や動画を投稿する前に、本当に投稿して問題がない内容かどうかを考える。 

・インターネット上で仲良くなった人とは、絶対に会わない。 

・本当に必要なアプリかどうか、安全なアプリかどうかを確認してダウンロードする。 

 また、ゲーム機器においても、同様の通信機能やメッセージ機能がついていることがあります。 

この機会に、お子様とスマホ、タブレット型パソコン等の扱い方について、一度話し合ってみ

てはいかがでしょうか。 
 

 
 
 

大東市では、「人権教育カリキュラムづくりワーキング

グループ」を通して、人権課題の解決に向けた授業づくり

を教職員の協働により進めており、毎年、さまざまなテー

マで取り組んでいます。 

令和２年度のテーマは、「多様な性のあり方」です。性的

マイノリティ（少数者）の中には、差別や偏見を受けるな

ど、悩んでいる人がいます。そのような人々に対する誤解

や偏見をなくし、だれもが自分らしく生きることができるための取組みが必要です。 

各校で行われた授業実践では、男女共生やＬＧＢＴＱの学習を通して、子どもたちは正しい知

識や当事者の思いを知り、ともに生きていくために自分たちができることを意見交換しながら

考えることができました。 

性的マイノリティの子どもたちのみならず、すべての子どもたちが互いのちがいを認め合い、

豊かな関係を築きながら社会に展望をもって生きていくために、これからも取組みを進めてい

きます。 

大東市教育委員会だより                令和３年２月５日発行 

 

第５４号 

大東市のホームページでも「えがお大東っ子」をご覧いただけます。 

http://www.city.daito.lg.jp/kakukakaranoosirase/gakoukyoiku/kyouikukenkyu/egaodaitoukko/ 

http://www.city.daito.lg.jp/kakukakaranoosirase/gakoukyoiku/kyouikukenkyu/egaodaitoukko/
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これまで、小学校５・６年生では外国語に慣れ親しむことを目的として、音声を中心とした外

国語活動を行ってきました。令和２年度からは、中学校との円滑な接続のため、小学校５・６年

生で「読み書き」を含めた外国語科が導入されました。 

「読み書き」といっても、初めて見る英語を読んだり、何も見ずに日本語を

英語で書いたりすることをめざしているわけではありません。「読むこと」につ

いては、例えば、右のような絵カードを見て発音する練習を十分に行ったうえ

で、最終的に「apple」という語だけを見ても推測しながら発音できるように

なることをめざします。 

また、「書くこと」では、例えば、“I’m from Singapore.”と

いう例文を見ながら、“I’m from Daito.”と自分が表現したい内

容のものに一部を置き換えて書く活動などを行います。 

現在、大東市立小学校では３・４年生からの外国語活動に加

え、英語 DVD 教材「DREAM」を活用した学習を１年生から

全学年で行っており、発達段階に応じて、英語に親しみ慣れる

機会を取り入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校使用教科書 

「NEW HORIZON Elementary」東京書籍 

小学校外国語（英語）の教科化について 
 

この大会は、大東市スポーツ推進委員が中心となって運営し、幼児から高齢者まで誰も

が簡単に取り組めるニュースポーツを楽しんでいただくものです。 

 大会では、カーリングの床上版であるカローリング、巨大なボ 

ールで点数を競うキンボール、本市スポーツ推進委員が生み出し 

たボール deビンゴ、また最近注目を集め、パラリンピックの正 

式種目となっているボッチャを行います。 

 コロナ禍において日常生活での制約が多い中、日頃のストレス 

を吹き飛ばし、リフレッシュしていただけるよう万全な感染対策 

を講じて、大会の準備を進めています。 

 皆様にご参加いただけることを心よりお待ちしております。 
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キャンピィだいとう（大東市立野外活動センター）は、大東市の飯盛山の中にある、自然あふ

れるキャンプ場です。野外活動や集団生活を通じ、青少年の健全育成を支えています。 

 一年を通じてオープンしており、春はサクラ、夏はカブトムシやクワガタ、秋はキンモクセイ

など、四季折々の自然に触れることができます。星がきれいに見える冬キャンプもおすすめで

す！飯盛城跡や、大阪を一望できる展望台へも、ハイキングをして行くことができます。 

 野外料理体験や冒険教育などのプログラムは、学校の校外学習としてもご活用いただいてい

ます。もちろんご家族・ご友人グループでのキャンプもしていただけますので、豊富な貸出備品

や体験プログラムを通じて、お気軽に野外体験をお楽しみください。自然の中での非日常体験が、

たくさんの発見や学びにつながります！ 

外で思いっきり遊びたい方も、 

自然に囲まれてのんびり過ごし 

たい方も、アウトドアデビュー 

してみたい！という方も、イキ 

イキわくわくな時間を過ごしに 

来てくださいね。野外活動に精 

通したスタッフが、みなさまを 

サポートします。         

キャンピィだいとう 

～大東市立野外活動センター～ 

 

 

泉小学校で１０月に行われた食育の授業についてお伝え

します。 

泉小学校の２年生では、生活科の学習で１学期にミニト

マトを育て、いろいろな夏野菜の特徴について考えてまと

める学習を行いました。 

今回は、白菜や大根など冬野菜の特徴について、夏野菜と

比べながら考える学習を行いました。 

子どもたちからは、「冬野菜は夏野菜に比べて色が薄い」「夏野菜は実を食べるものが多いけ

ど、冬野菜は葉の部分を食べるものが多い」といった意見が出されました。中には「冬野菜は

お鍋に入れるとおいしい」と発表した子どももおり、担任の先生や栄養教諭の先生、子どもた

ちも「なるほど」と納得する場面が見られました。 

授業の終わりには、学習したことをもとにして「冬野菜は、○○」と一人ひとりが自分なり

の言葉で冬野菜の特徴をまとめることができました。 

今が旬の冬野菜。お子さんと野菜について考えながら食べるのも楽しいかもしれませんね。 
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「ボッチャ」は、パラリンピックの正式種目になってい

るスポーツの一つです。この競技は、すべての人が一緒に

参加して楽しむことのできるスポーツ（アダプテッドスポ

ーツ）と言われています。 

「ボッチャ」を行うことにより、子どもたちはお互いに

声をかけあったり、協力したり支え合ったりすることで、

ともに喜び、達成感を味わう経験をしています。 

大東市の支援教育は、このような「ともに学び、ともに育つ」活動を大切にしています。

今後も、子どもたちが感じたり学んだりしたことを、学校生活のさまざまな場面につなげて

いき、すべての子どもたちが安心して過ごすことのできる居心地のよい学級、学校づくりを

進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 今年度も、大東市立小学校の３年生の子どもたちが、「ふるさとジュニア検定～めざせ！大

東ものしり博士～」に挑戦しました。ふるさとジュニア検定は、大東市の地域の魅力につい

て関心を持ち、理解を深め、地域に対する愛情 

を育むことをねらいとして実施しています。 

社会科副読本「わたしたちの大東市」に基づ 

く「ふるさとジュニア検定 例題１００問」の 

冊子から４０問が出題され、受検した全員に、 

大東市教育委員会から記念の缶バッヂが、また、 

９割（３６問）以上正解すると、「大東ものしり 

博士認定証」が授与されます。検定の結果は、 

３月に学校を通じてお知らせする予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科副読本『わたしたちの大東市』に学び、 
ふるさとジュニア検定～めざせ！大東ものしり博士～に挑む！ 

小学校 

３年生 

小学校での様子 


